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○
前
話
続
き
／
街
路既

に
絶
命
し
て
い
る
リ
ン
ダ
を
抱
く
ミ
サ

。

ミ
サ
を
見
つ
め
る
暴
徒
の
疑
惑
と
憎
悪
の
入
り
交
じ
っ
た
眼
。

○
前
話
続
き
／
街
頭
テ
レ
ビ
画
面

博

美
「
バ
ジ
リ
ス
ク
症
候
群
の
最
初
の
保
菌
者
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の

人
物
の
名
は

」

画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
、
黒
井
ミ
サ
の
写
真
。

○
前
話
続
き
／
街
路

ミ

サ
「
（
ア
サ
メ
イ
を
構
え
）
許
せ
な
い
！
」

○
前
話
続
き
／
Ｋ
Ｊ
探
偵
社

田

上
「
黒
井
ミ
サ
が
、
東
京
を
滅
ぼ
す
…
…
」

○
テ
レ
ビ
画
面

博

美
「
そ
の
人
物
の
名
前
は
、
黒
井
ミ
サ
。
全
て
の
バ
ジ
リ
ス
ク
は
彼
女

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。
当
局
は
こ
の
人
物
の
捜
索
を
開
始
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
」

○
街
頭

街
頭
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
ミ
サ
の
顔
。
暴
徒
た
ち

の
囁
き
合
う
声
が
輻
輳
す
る
。

声

「
ミ
サ

黒
井
ミ
サ

ミ
サ

」

ま
だ
涙
が
枯
れ
な
い
瞳
は
黒
い
情
念
の
炎
に
満
ち

ミ

サ
「

み
ん
な

、
呪
わ
れ
て
し
ま
え!

!

」

ア
サ
メ
イ
を
天
に
頂
き
、
口
の
中
で
呪
言
を
呟
く
ミ
サ
。

怯
む
顔
無
き
暴
徒
達
。
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囁
き
声
「
呪
い

魔
女

魔
女
だ

」

ミ
サ
の
躰
周
囲
が
ぼ
う
っ
と
明
る
く
な
る
。

後
退
っ
て
い
く
群
衆
。

ミ

サ
「
逃
げ
る
な
。
地
獄
の
業
火
に
焼
か
れ
て
く
る
が
い
い
！
」

ア
サ
メ
イ
を
振
り
下
ろ
す
ミ
サ
。

悲
鳴
を
上
げ
逃
げ
て
い
く
群
衆
。
悲
鳴
の
中
に
、
異
質
な
子

ど
も
の
様
な
金
切
り
声
が
聞
こ
え
た
。

だ
が

、
何
も
お
き
な
い
。

ミ

サ
「!

?

」
ド
サ
ッ
。
地
面
に
落
ち
る
、
焼
け
焦
げ
た
ビ
ケ

。

ミ

サ
「
（
慄
然
）
ビ
ケ
ち
ゃ
ん
…
…
」

と

、
鉛
色
の
空
が
蠢
く
。

ミ
サ
は
見
上
げ
る
。
ミ
サ
を
見
下
ろ
す
巨
大
な
眼
を
。

ミ

サ
「

ど
う
し
て
あ
た
し
を
見
つ
め
続
け
る
の!

?

ど
う
し
て
あ
た

し
は
人
を
呪
う
事
が
出
来
な
い
の!

?

」

眼
は
、
答
え
な
い
。

○
赤
い
部
屋

ソ
フ
ァ
に
リ
リ
ー
。
ス
ツ
ー
ル
に
亮
子
。

亮
子
の
脇
の
モ
ニ
タ
に
は
、
ウ
ェ
ブ
⋞
ブ
ラ
ウ
ザ
が
開
い
て

お
り
、
画
像
掲
示
板
が
開
い
て
い
る
。
リ
ン
ダ
の
死
体
写
真

と
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
か
ら
キ
ャ
プ
チ
ャ
し
た
ら
し
い
ミ
サ
の

顔
写
真
（
「
魔
女
⋞
黒
井
ミ
サ
」
の
タ
イ
ト
ル
）
。

と

、
何
か
を
察
知
し
た
か
亮
子
、
顔
を
上
げ
る
。

や
や
し
て
入
っ
て
く
る
ミ
ユ
キ
。

ミ
ユ
キ
「

お
は
よ
う
、
マ
マ
」

亮

子
「

お
は
よ
う
、
ミ
ユ
キ
さ
ん
」

ミ
ユ
キ
、
ソ
フ
ァ
に
座
る
。

と
、
リ
リ
ー
が
自
分
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
事
に
気
づ
き

ミ
ユ
キ
「

何
よ
」

リ
リ
ー
「
…
…
」リ

リ
ー
も
、
亮
子
も
黙
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ミ
ユ
キ
が
何

を
し
た
か
は
認
識
し
て
い
る
。
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ミ
ユ
キ
「

（
ポ
ツ
リ
と
）
あ
た
し
、
こ
こ
辞
め
る
わ
」

亮

子
「

そ
う
…
…
。
ど
う
す
る
の
？

こ
れ
か
ら
」

ミ
ユ
キ
「
（
立
ち
上
が
り
）
も
っ
と
、
楽
し
い
と
こ
ろ
、
行
く
わ
」

出
て
行
く
ミ
ユ
キ
。

亮

子
「

（
ミ
ユ
キ
の
選
択
を
察
し
）
さ
よ
な
ら
…
…
」

○
テ
レ
ビ
画
面

画
面
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
ミ
サ
の
顔
写
真
。

博

美
「
（
オ
フ
）

で
、
こ
の
黒
井
ミ
サ
と
い
う
人
物
は
、
昭
和
４
０

年
代
か
ら
、
東
京
で
時
折
人
々
の
噂
の
中
で
、
魔
女
と
し
て
登
場

し
て
お
り
、
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
非
常
に
特
異

な
人
物
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
様
で
す

」

○
埠
頭

独
り
立
つ
田
上
。
波
寄
せ
る
壁
上
に
は
、
安
い
花
束
が
置
か

れ
て
い
る
。

田

上
「

（
呟
き
）
あ
ん
た
、
言
っ
た
よ
な
…
…
。
自
分
が
い
な
く
な

っ
た
ら
、
探
し
て
く
れ
っ
て
…
…
。
探
す
も
何
も
、
死
ん
じ
ま
っ

た
ら
お
し
ま
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
…
…
」

田
上
は
、
『
眼
球
譚
』
を
抱
え
て
い
る
。

田

上
「

黒
井
ミ
サ
…
…
、
あ
ん
な
子
が
、
こ
の
東
京
を
滅
ぼ
す

」

と
！

田
上
の
視
界
が
一
瞬
歪
む
。

田

上
「
な
っ
…
…
」

眼
を
こ
す
り
、
こ
ら
す
と

、
レ
イ
ン
ボ
ー
⋞
ブ
リ
ッ
ジ

の
手
前
に
巨
大
な
る
門
の
幻
影
が
浮
か
ん
で
い
る
。

田

上
「

な
ん
だ
よ
あ
れ
は
…
…
」

再
度
激
し
く
眼
を
こ
す
る
田
上
。

門
は
視
界
か
ら
消
え
去
っ
て
い
た
。

暗
然
と
立
ち
尽
く
す
田
上

。

無
意
識
に
額
に
指
を
這
わ
せ

、
前
髪
を
無
理
に
下
ろ
し

て
隠
す

。

田

上
「

何
で
、
俺
ま
で

」
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▼
前
話
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
公
園

ミ
サ
と
直
接
接
触
し
た
時
の
事

田

上
「

俺
が
出
来
る
事
は
…
…
、
人
を
捜
す
事
だ
け
だ
」

○
赤
い
部
屋

じ
っ
と
座
っ
て
い
る
リ
リ
ー
。
虚
空
一
点
を
見
つ
め
続
け
て

い
る

。

○
ビ
ル
屋
上

揃
え
て
置
か
れ
て
い
る
赤
い
ヒ
ー
ル
。

○
駐
車
場

ビ
ル
下
の
日
陰
に
な
っ
た
駐
車
場
。

安
ら
か
な
顔
で
死
ん
で
い
る
ミ
ユ
キ
。

○
赤
い
部
屋

リ
リ
ー
の
、
包
帯
に
覆
わ
れ
た
、
額

。

と
、
リ
リ
ー
の
肩
に
そ
っ
と
触
れ
る
手
。

リ
リ
ー
、
見
上
げ
る
。

哀
し
げ
な
顔
で
リ
リ
ー
を
見
つ
め
て
い
る
、
亮
子

。

○
街

顔
を
伏
せ
気
味
に
、
雑
踏
の
中
を
歩
く
ミ
サ
。

徐
々
に
雑
踏
の
音
、
く
ぐ
も
っ
て
い
く
。

は
あ
、
は
あ
、
は
あ

。

ミ
サ
の
吐
息
だ
け
に
な
っ
て
い
き

風
景
も
彩
度
が
落
ち
て
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
空
気
へ
と
変

化
し
て
い
く
。

ミ
サ
、
立
ち
止
ま
る
。
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ミ
サ
の
視
界
の
中
で
、
街
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
失
お
う
と
し
て

い
る

。

○
埠
頭
近
く

そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
た
田
上

。

田

上
「
く
そ
っ
！
」

瞼
を
か
き
む
し
る
様
に
こ
す
る
田
上
。

田

上
「

何
を
見
せ
て
や
が
る
！
」

▼
田
上
Ｐ
Ｏ
Ｖ
／
揺
ら
ぐ
ミ
サ
の
視
点
の
中
で
、
印
象
的
な
街

頭
テ
レ
ビ
を
含
む
風
景
が
浮
か
ぶ
。
テ
レ
ビ
に
は
博
美
が
映

っ
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
。

田

上
「

渋
谷
か
…
…
（
場
所
適
宜
）
」

○
街

顔
を
上
げ
、
眼
を
閉
じ
、
突
っ
立
つ
ミ
サ
。

雑
踏
は
怪
訝
そ
う
に
避
け
て
い
く
。

と

、
ミ
サ
の
指
を
引
く
子
ど
も
の
手
。

ミ

サ
「

（
気
づ
き
）
」

こ
こ
か
ら
過
去
時
制

見
上
げ
て
い
る
の
は
、
少
女
時
代
の
亮
子
（
９
話
登
場
）
。

少
女
の
亮
子
「
魔
女
の
お
姉
ち
ゃ
ん
、
ま
た
会
え
た
ね
」

ミ

サ
「
え
…
…
」

少
女
の
亮
子
「
あ
の
ね
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
呪
文
、
効
い
た
の
」

ミ

サ
「
呪
文
…
…
」

少
女
の
亮
子
「
パ
パ
と
マ
マ
、
大
怪
我
し
て
病
院
に
入
院
し
ち
ゃ
っ
た
」

ミ
サ
の
眼
は
哀
し
み
に
覆
わ
れ
て
い
く
。

ミ

サ
「

魔
術
が
、
効
い
た
ん
だ
…
…
」

少
女
の
亮
子
「
ね
ぇ
、
あ
た
し
魔
女
に
な
る
。
な
れ
る
よ
ね
？
」

ミ
サ
、
空
を
見
上
げ
る
。

ミ

サ
「
（
泣
き
笑
い
）
ど
う
し
て
よ!

?

ど
う
し
て
こ
の
子
の
呪
い
は
効
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い
た
の
よ!

?

あ
た
し
は
こ
の
子
程
の
力
も
な
い
と
い
う
の!

?

」

鉛
色
の
空
に
は
巨
大
な
る
眼
。
だ
が
雑
踏
に
は
そ
れ
は
見
え

て
い
な
い
。

怪
訝
そ
う
に
ミ
サ
の
顔
を
見
つ
め
て
い
る
少
女
の
亮
子

○
赤
い
部
屋

リ
リ
ー
に
抱
か
れ
る
様
に
、
ソ
フ
ァ
に
凭
れ
て
い
る
亮
子
。

亮

子
「

（
囁
き
）
ミ
サ
、
お
姉
ち
ゃ
ん
…
…
」

○
イ
メ
エ
ジ

夜
の
住
宅
街
の
路
地
に
、
ポ
ツ
ン
と
独
り
立
つ
少
女
の
亮
子
。

少
女
の
亮
子
「
エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ア
ザ
ラ
ー
ク

エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ザ
メ
ラ
ー
ク

そ
の
声

、
徐
々
に
ミ
サ
の
も
の
へ
。

ミ

サ
「
エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ケ
ル
ノ
ノ
ー
ス

エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ア
ラ
デ
ィ
ー
ヤ

」

そ
こ
に
立
っ
て
い
る
、
シ
ル
エ
ッ
ト
の
ミ
サ
。

ミ

サ
「
（
モ
ノ
）
思
い
出
し
た
…
…
。

私
は
魔
女

。
闇
の
力
を
行
使
す
る
者

。
私
は
長
い
時
を

魔
女
と
し
て
過
ご
し
て
き
た

。

け
れ
ど
、
こ
の
呪
い
に
既
に
し
て
満
ち
て
い
る
世
界
に
、
魔
術
の

力
で
こ
れ
以
上
人
を
傷
つ
け
る
事
に
何
の
意
味
が
あ
ろ
う
か
と
。

そ
し
て
私
は

、
肉
体
を
棄
て
て
い
た
…
…
」

少
女
の
亮
子
の
声
「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
地
獄
の
門
が
開
く
よ
…
…
」

○
街

ハ
ッ
と
な
る
ミ
サ
。

そ
こ
は
既
に
ノ
ー
マ
ル
な
世
界
で
あ
り
、
少
女
の
亮
子
も
い

な
い
。

ミ

サ
「

地
獄
の
、
門
…
…
？

肉
体
を
棄
て
て
い
た
私
が

、
（
そ
っ
と
胸
に
手
を
や
り
）
こ
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の
四
方
田
千
砂
の
躰
を
復
活
さ
せ
た
…
…
。
何
の
為
に

。
憐

れ
み
の
為
に
…
…
？
」

と
、
周
囲
の
雑
踏
、
ミ
サ
を
取
り
囲
み
始
め
る
。

ミ
サ
背
後
の
巨
大
街
頭
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
ミ
サ

の
顔
写
真
。

そ
れ
と
そ
こ
に
立
つ
ミ
サ
が
見
比
べ
ら
れ
て
い
る
。

声

「
魔
女

ミ
サ

黒
井
ミ
サ

」

し
か
し
ミ
サ
は
動
じ
な
い
。

ミ

サ
「

魔
女
は
古
（
い
に
し
え
）
よ
り
、
排
斥
さ
れ
続
け
て
き
た
の

よ
…
…
！
」

ミ
サ
、
取
り
囲
む
群
衆
を
睥
睨
。

ざ
わ
っ
と
な
り
、
後
退
す
る
群
衆
。

ミ
サ
、
ニ
ッ
と
笑
っ
た
。

○
テ
レ
ビ
画
面
／
賀
茂
設
計
事
務
所
オ
フ
ィ
ス

博

美
「
今
、
東
京
で
は
伝
染
性
と
思
わ
れ
る
奇
病
の
流
行
で
騒
が
し
い
で

す
が
、
そ
の
一
方
で
は
こ
の
東
京
を
未
来
に
向
け
輝
か
し
い
都
市

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
今

日
は
、
東
京
リ
バ
ー
ス
計
画
の
責
任
者
で
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
賀

茂
康
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」

賀

茂
「
（
頷
く
）
」

博

美
「
東
京
は
、
い
ず
れ
大
地
震
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
さ
れ
て

い
る
訳
で
す
け
れ
ど
、
東
京
湾
岸
に
、
え
え
と
サ
ウ
ス
⋞
ゲ
ー
ト

シ
テ
ィ
で
す
か
？

こ
の
様
な
超
高
層
都
市
を
建
設
さ
れ
る
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
」

賀

茂
「
（
柔
和
に
）
ご
指
摘
の
通
り
ね
、
東
京
に
再
び
地
震
災
害
が
あ
る

と
い
う
の
は
不
可
避
で
す
。
無
か
っ
た
ら
い
い
な
、
で
は
済
ま
な

い
。
だ
と
し
た
ら
、
如
何
に
被
害
を
軽
重
に
く
い
止
め
る
か
こ
そ

我
々
都
市
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
側
は
考
え
る
訳
で
す
ね
」

博

美
「
と
い
い
ま
す
と
、
こ
の
サ
ウ
ス
⋞
ゲ
ー
ト
⋞
シ
テ
ィ
は
来
る
地
震

の
防
波
堤
の
様
な
も
の
で
す
か
」

賀

茂
「
と
い
う
よ
り
、
避
雷
針
で
す
ね
。
逆
の
避
雷
針
。
こ
の
南
大
門
、
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て
ま
あ
、
僕
ら
は
呼
ん
で
る
ん
で
す
が
、
地
上
と
同
じ
暗
い
地
下

に
ま
で
構
造
体
を
埋
め
込
ん
で
い
ま
し
て
、
そ
れ
が
海
側
の
震
源

か
ら
の
波
を
集
中
的
に
受
け
て
空
中
に
分
散
さ
せ
る
の
で
す
」

博

美
「
南
大
門
、
何
か
昔
の
平
安
京
な
ど
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
ね
」

賀

茂
「
（
苦
笑
）
い
や
ま
あ
…
…
」

こ
こ
か
ら
、
博
美
と
賀
茂
は
画
面
上
は
そ
れ
ま
で
と
同
じ
様

な
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ウ
を
続
け
る
が
、
違
う
言
葉
、
違
う
感
情
が

音
声
と
な
っ
て
重
な
る
。

博

美
「

ど
う
し
て
、
あ
た
し
は
除
外
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
」

賀

茂
「
そ
う
だ
ね
、
君
は
誰
よ
り
も
強
い
眼
の
力
を
持
っ
て
い
る
」

博

美
「
そ
ん
な

眼
で
あ
た
し
を
、
見
な
い
で
下
さ
い
…
…
」

賀

茂
「
（
や
や
笑
み
）
ど
う
し
た
ね
？

躰
が
熱
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
」

博

美
「
（
や
や
苦
し
げ
）
あ
な
た
が

、
黒
幕

、
あ
た
し
を

」

賀

茂
「
瞳
だ
け
で
は
な
い

。
君
の
唇
の
内
側
も
、
極
め
て
美
し
い
色

を
し
て
い
る
」

『
あ
ッ
』
、
と
声
な
き
声
を
上
げ
、
気
を
失
う
博
美
。

ブ
ラ
ッ
ク
⋞
ア
ウ
ト

○
イ
メ
エ
ジ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
砂
で
描
か
れ
た
ペ
ン
タ
グ
ラ
ム
。

○
祈
祷
室

ち
り
ー
ん

。
幾
つ
も
の
鐘
が
一
斉
に
鳴
る
。

博

美
「
！
」

修
験
僧
姿
の
十
数
人
の
男
達
が
、
暗
い
地
下
室
で
篝
火
を
囲

み
、
祈
祷
し
て
い
る
。

博
美
の
や
や
前
で
は
、
賀
茂
と
岸
田
雄
彦
が
ビ
ジ
ネ
ス
⋞
ラ

イ
ク
な
会
話
を
し
て
い
る
。
内
容
は
聞
こ
え
な
い
。

博

美
「

」打
合
せ
が
済
ん
だ
の
か
、
岸
田
雄
彦
は
賀
茂
に
一
礼
し
、
博

美
の
脇
へ
来
て
耳
打
ち
。
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岸
田
父
「

息
子
が
寂
し
が
っ
て
い
ま
す
よ
…
…
」

博

美
「
…
…
」岸

田
父
、
去
っ
て
い
く
。

賀
茂
、
修
験
僧
の
一
人
を
呼
び
、
博
美
の
方
に
向
く
。

賀

茂
「
で
は
、
行
き
ま
し
ょ
う
」

博

美
「
え
…
…
」

○
エ
レ
ベ
ー
タ
内

果
て
し
無
く
地
下
へ
下
っ
て
い
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。

無
言
で
乗
っ
て
い
る
三
人
。

○
長
い
ト
ン
ネ
ル
（
共
同
溝
）

人
が
一
人
歩
け
る
程
の
狭
い
円
型
の
ト
ン
ネ
ル
。

そ
こ
を
禹
歩
の
術
で
歩
い
て
い
く
修
験
僧
、
賀
茂
。
普
通
に

ゆ
っ
く
り
と
歩
く
博
美
。

賀

茂
「
（
オ
フ
）
こ
こ
か
ら
は
、
気
を
つ
け
て
」

博

美
「
（
オ
フ
）
え
…
…
」

賀

茂
「
（
オ
フ
）
容
易
に
心
を
覗
か
れ
ぬ
様
…
…
」

そ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
や
が
て
巨
大
な
空
洞
に
出
る
。

○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
トど

お
お
お
お
ん
ん
ん
ん
ん

広
大
な
る
円
筒
型
の
縦
孔
。

そ
の
最
深
部
近
く
の
横
階
層
に
、
ト
ン
ネ
ル
は
通
じ
て
い
た
。

愕
然
と
歩
み
出
て
く
る
博
美

。

見
回
し
な
が
ら
、
奈
落
を
手
す
り
越
し
に
覗
き
込
む
。

賀

茂
「
バ
ジ
リ
ス
ク

、
見
る
事
で
人
を
呪
い
殺
す
伝
説
の
巨
大
な
る

蛇

。
君
達
の
持
つ
力
は
、
こ
こ
か
ら
君
た
ち
へ
伝
わ
っ
た
」
博

美
「
え
…
…
」奈

落
に
は
、
４
、
５
人
の
若
者
が
私
語
を
発
し
な
が
ら
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
何
か
を
計
測
し
て
い
る
。
そ
の
計
測
の
対
象
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で
あ
る
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
は
死
角
と
な
っ
て
見
え
な
い
。

賀

茂
「

（
愛
と
お
し
そ
う
に
）
我
が
、
愛
す
る
バ
ジ
リ
ス
ク

」
覗

き
込
ん
で
い
た
博
美
の
顔
に
、
淡
い
光
が
照
ら
す
。

う
っ
と
り
と
し
た
顔
で
光
を
顔
に
浴
び
る
博
美
。

○
同
／
奈
落

計
測
さ
れ
て
い
る
者
か
ら
の
視
点
で
、
若
者
達
（
国
立
大
⋞

賀
茂
ゼ
ミ
の
学
生
）
が
動
き
回
る
様
を
眺
め
て
い
る
。

※
以
下
の
会
話
、
間
断
無
く
、
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
で

研
究
員
１
「
シ
ー
タ
波
、
基
準
値
変
動
無
し
」

研
究
員
２
「
あ
れ
？

こ
の
微
振
動
何
」

研
究
員
３
「
上
の
坊
さ
ん
達
、
暴
れ
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
の
？
（
笑
）
」

研
究
員
４
「
今
度
飯
買
い
に
行
く
の
誰
」

研
究
員
５
「
あ
た
し
じ
ゃ
な
い
」

研
究
員
３
「
（
構
わ
ず
）
俺
、
大
盛
り
つ
ゆ
だ
く
」

研
究
員
５
「
牛
丼
な
ん
か
ヤ
ダ
よ
」

研
究
員
２
「
（
視
点
の
主
を
覗
き
込
む
）
ハ
ロ
ー
。
イ
ェ
ー
」

ま
る
でH

i
p
H
o
p

のP
V

。

研
究
員
３
「
あ
と
お
新
香
も
な
」

研
究
員
５
「
や
だ
っ
つ
っ
て
ん
で
し
ょ
。
ピ
ザ
と
ろ
う
よ
、
っ
て
カ
ロ
リ
ー

高
過
ぎ
じ
ゃ
ん
お
前
っ
て
」

視
点
の
主
の
吐
息
な
の
か

。

巨
大
な
獣
の
息
声
。
し
か
し
彼
ら
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
。

○
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
砂
丘
（
場
所
適
宜
）

ミ
サ
は
赤
い
砂
で
大
き
な
ペ
ン
タ
グ
ラ
ム
を
描
い
て
い
る
。

最
後
の
線
が
結
ば
れ
た
時
、
ミ
サ
は
魔
女
の
目
と
な
っ
て
中

央
に
立
ち
、
ア
サ
メ
イ
を
胸
に
両
手
で
抱
く
。

ミ

サ
「

ヘ
イ
⋞
カ
ァ
ス
、
ヘ
イ
⋞
カ
ァ
ス

、
エ
ス
テ
ィ
⋞
ビ
⋞

ベ
ロ
イ

」

ゴ
オ
ッ

風
が
ミ
サ
の
髪
を
な
び
か
せ
る
。

闇
の
力
が
ミ
サ
に
降
り
る
。
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ミ

サ
「
（
モ
ノ
）
我
に
真
実
の
敵
を
伝
え
よ

」

▼
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
少
女
の
亮
子
の
顔

少
女
の
亮
子
「
地
獄
の
門
が
開
く
よ
…
…
」

ミ

サ
「
！
」

そ
こ
は
湾
岸
と
は
遠
い
筈
で
あ
る
の
に
、
ビ
ル
の
向
こ
う
側

に
巨
大
な
る
尖
塔
の
門
が
蜃
気
楼
の
如
き
姿
で
浮
か
ぶ
。

ミ

サ
「
地
獄
の
門

、
そ
れ
を
開
く
者

、
悪
意
で
こ
の
街
を
見
つ

め
続
け
た
者

」

ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ

地
獄
門
の
幻
影
、
ご
く
、
極
く
僅
か
に
で
も
ミ
サ
の
方
に
迫

っ
て
き
て
い
る
か
の
様

。

そ
こ
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
駆
け
込
ん
で
く
る
田
上
。

ミ
サ
が
行
っ
て
い
る
事
を
見
て
愕
然
。

田

上
「

黒
井
ミ
サ

、
本
当
に
、
こ
の
街
を
呪
い
殺
す
つ
も
り
な

の
か
よ!

?

」

○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト
／
浮
遊
す
る
者
の
視
点

く
ぐ
も
っ
た
ミ
サ
の
声
「
悪
意
で
我
を
見
つ
め
続
け
た
者
よ
！
」

そ
の
声
に
反
応
し
、
視
点
は
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト
の
奈
落
へ
彷

徨
い
出
す
。
だ
が
、
そ
の
姿
は
研
究
員
の
若
者
達
に
は
見
え

て
い
な
い
。

研
究
員
１
「
シ
ー
タ
波
基
準
値

よ
り
高
い
な
…
…
。
ヤ
マ
ジ
ぃ
？
」

研
究
員
２
「
振
幅
値
も
上
が
っ
て
る
か
も
し
ん
な
い
」

研
究
員
４
「
誤
差
だ
よ
誤
差
の
範
疇
。
そ
れ
よ
か
マ
ジ
で
腹
減
っ
て
ん
だ
け

ど
俺
」

研
究
員
３
「
や
っ
ぱ
俺
ヒ
レ
カ
ツ
サ
ン
ド
喰
い
て
ー
」

研
究
員
５
「
自
分
で
買
っ
て
こ
い
っ
つ
の
。
知
る
か
」

視
点
、
遙
か
頭
上
へ
連
な
る
天
井
を
見
上
げ
る
。

○
祈
祷
所
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チ
リ
ー
ン

、
チ
リ
ー
ン

修
験
僧
達
が
囲
む
円
陣
の
中
に
、
虚
脱
し
た
顔
で
立
っ
て
い

る
博
美

。

博

美
「

黒
井
、
ミ
サ
…
…
」

僧
達
の
鳴
ら
す
鐘
が
ラ
ン
ダ
ム
に
乱
れ
だ
し
、
頭
が
割
れ
そ

う
な
音
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
室
内
に
充
満
す
る
。

そ
の
音
の
高
ま
り
に
つ
れ
、
博
美
の
眼
に
激
し
い
憎
悪
に
よ

る
邪
悪
な
輝
き
が
満
ち
て
い
く
。

グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ!

!

獣
の
如
き
絶
叫
を
上
げ
る
博
美
。

○
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
砂
丘

ミ

サ
「!

!

」
ミ
サ
の
ペ
ン
タ
グ
ラ
ム
を
囲
む
様
に
、
地
面
よ
り
黒
い
影
が

む
く
む
く
と
起
き
出
し
て
く
る
。

田

上
「

な
ん
だ
あ
れ
は
…
…
」

影
は
人
の
形
と
な
っ
て
、
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
ミ
サ
の
方
に
迫
っ
て

く
る
。

ミ

サ
「

使
い
魔

、
式
神
…
…
」

ミ
サ
、
ア
サ
メ
イ
を
逆
手
に
持
ち
、
眼
前
に
構
え
る
。

死
者
達
の
呻
き
の
如
き
不
気
味
な
声
。

ペ
ン
タ
グ
ラ
ム
の
結
界
か
ら
入
っ
て
こ
れ
な
い
式
神
達
。

だ
が

、

○
祈
祷
所

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

僧
達
の
法
力
を
一
身
に
受
け
、
ト

ラ
ン
ス
に
あ
る
巫
女
⋞
博
美

。

全
身
に
気
を
漲
ら
せ
、
憎
悪
を
剥
き
出
し
に
吠
え
る
。

博
美
の
目
の
周
囲
に
は
痣
が
浮
か
び

、
額
に
は
う
っ
す
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ら
と
亀
裂
が
。

○
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
砂
丘

ミ

サ
「!

!

」
赤
い
砂
の
ペ
ン
タ
グ
ラ
ム
が
消
え
始
め
て
い
る
。

同
時
に
、
式
神
達
が
結
界
を
破
り
侵
入
！

田

上
「
あ
っ
！

（
激
し
い
逡
巡
／
助
け
る
べ
き
か
否
か

）
」

ミ
サ
は
明
ら
か
に
う
ろ
た
え
て
い
る
。

迫
る
式
神
達
を
防
御
す
る
術
は
既
に
彼
女
に
は
な
い
。

激
し
い
風
が
ミ
サ
を
襲
う
。

ヒ
ュ
ッ
！

ヒ
ュ
ッ
！

カ
マ
イ
タ
チ
が
ミ
サ
の
頬
を
、
ミ
サ
の
髪
の
一
束
を
切
り
裂

い
て
い
く
。

ミ

サ
「

あ
た
し
は

、
も
う
魔
女
じ
ゃ
な
い
の
…
…
？

こ
れ
程

ま
で
に
あ
た
し
の
魔
術
は
弱
く
な
っ
て
い
る
な
ん
て

」

博
美
の
声
「
そ
う
！

も
う
お
前
よ
り
あ
た
し
の
方
が
強
い!

!

」

ミ

サ
「!

!
!
?

」影
達
は
ひ
と
と
こ
ろ
に
集
ま
り
、
そ
の
黒
い
塊
の
中
よ
り
産

み
出
さ
れ
る
博
美
の
姿
（
思
念
体
）
。

ミ

サ
「
（
呆
然
）
ど
う
し
て
、
そ
こ
ま
で
の
力

」

博

美
「
バ
ジ
リ
ス
ク
が
あ
た
し
を
選
ん
だ
の
よ
！
（
哄
笑
）
」

手
を
差
し
の
ば
す
博
美
の
思
念
体
。

博

美
「
あ
た
し
に
は
お
前
が
許
せ
な
か
っ
た
！

全
て
が
判
っ
た
気
に
な

っ
て
！

人
を
見
下
し
て
！
」

ミ
サ
の
首
が
見
え
な
い
力
で
締
め
つ
け
ら
れ
て
い
く
。

ミ

サ
「
く
う
ぅ
ぅ
っ
…
…
」

博

美
「
あ
た
し
が
ど
ん
な
思
い
で
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
か
！

あ
ん
た

な
ん
か
に
は
死
ぬ
ま
で
判
ら
な
い
！

だ
か
ら

だ
か
ら
殺
し

て
あ
げ
る!

!

」

田

上
「

（
モ
ノ
）
あ
い
つ
は
呪
い
を
か
け
て
い
る
の
か
違
う
の
か!

?
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ち
き
し
ょ
う!

!

」

田
上
、
い
た
た
ま
れ
ず
走
り
出
す
！

田

上
「
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
っ
！
」

凄
ま
じ
い
形
相
で
走
っ
て
く
る
田
上
に
気
づ
く
博
美

、

一
瞬
気
を
と
ら
れ
る
。

ミ

サ
「
！
」

そ
の
間
隙
を
縫
っ
て

、
ミ
サ
、
ア
サ
メ
イ
を
拾
い
上
げ

ミ

サ
「
（
口
早
に
）
ザ
ク
シ
ス
⋞
イ
グ
⋞
ナ
ン
！
」

博

美
「
！
」

博
美
の
額
目
掛
け
、
ア
サ
メ
イ
を
突
き
た
て
る
ミ
サ
。

博

美
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
ッ
ッ
ッ!

!
!
!
!
!

」

黒
い
影
と
も
ど
も
、
姿
を
消
失
さ
せ
て
い
く
博
美
の
思
念
体
。

田

上
「
！

（
愕
然
）
」

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
落
ち
る
、
黒
い
粘
液
の
滴
る
ア
サ
メ
イ
。

そ
れ
を
拾
い
上
げ
る
ミ
サ
。

ミ

サ
「

」

田

上
「

今
の
、
何
だ
っ
た
ん
だ
…
…
」

ミ

サ
「

人
間
…
…
。
そ
う
…
…
、
あ
た
し
に
は
、
あ
な
た
（
博
美
）

の
心
の
中
は
、
判
ら
な
い
ま
ま
…
…
」

呆
然
と
見
回
す
田
上

。

○
祈
祷
所

チ
リ
ー
ン

。
一
つ
だ
け
鳴
る
鐘
。

修
行
僧
ら
の
囲
む
中

、
息
絶
え
て
い
る
博
美
。

割
れ
た
額
か
ら
一
筋
の
血

。

○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト
／
中
階
層

手
す
り
越
し
に
下
を
見
下
ろ
し
て
い
る
賀
茂

。

賀

茂
「
（
モ
ノ
）

我
が
愛
し
き
バ
ジ
リ
ス
ク

、
何
を
し
た
い
の

だ
…
…
。
お
前
に
は
私
を
手
伝
う
仕
事
が
ま
だ
あ
る
の
だ
よ
…
」

○
港
湾
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田
上
と
ミ
サ
、
ゆ
っ
く
り
と
並
ん
で
歩
く
。

田

上
「

あ
ん
た
が

、
そ
の
、
こ
の
街
を
呪
っ
て
い
る
っ
て
言

い
残
し
て
死
ん
だ
奴

、
騙
さ
れ
て
た
ん
だ
ろ
う
か
…
…
」

ミ

サ
「
…
…
」

田

上
「
（
チ
ラ
と
ミ
サ
の
横
顔
を
見
て
）

そ
う
思
い
た
い
、
だ
け
、

な
の
か
な

、
俺
が
…
…
」

ミ

サ
「
（
や
や
怪
訝
そ
う
に
）

え
…
…
」

田

上
「

（
調
子
変
え
）
で
そ
の
、
地
獄
の
門
て
奴
、
も
し
サ
ウ
ス
⋞

ゲ
ー
ト
⋞
シ
テ
ィ
の
事
だ
っ
た
ら
、
完
成
は
未
だ
二
年
先
だ
。

焦
る
こ
と
も
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

ミ

サ
「

（
被
り
を
振
り
）
時
間
が
も
う
な
い
の
…
…
。
悪
し
き
バ
ジ

リ
ス
ク
の
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
…
…
」

田

上
「

あ
ん
た
は

、
ど
う
す
る
ん
だ
…
…
」

ミ

サ
「

」

田

上
「

（
苦
笑
）
そ
の
、
魔
術
、
で
…
…
、
東
京
を
護
っ
て
く
れ
る

っ
て
の
か
な
？
」

ミ

サ
「

あ
た
し
が
、
護
る
…
…
？

魔
術
で
…
…
？

（
哀
し
そ
う

な
目
に
な
り
）

ど
う
し
て
あ
た
し
が

、
大
体
あ
た
し
に

は
も
う
そ
ん
な
力
は
無
い
の
に!
!

」

黙
る
二
人

。

田

上
「

気
負
う
な
よ
…
…
。
東
京
の
人
間
が
あ
ん
た
に
お
願
い
し
て

る
訳
じ
ゃ
な
い
…
…
。
こ
ん
な
汚
れ
た
ク
ズ
共
の
街
、
地
震
で
一

回
消
え
ち
ま
え
ば
い
い
と
思
っ
て
た
さ
、
俺
は
」

ミ

サ
「

」

田

上
「

俺
は

、
今

、
あ
ん
た
の
助
け
に
な
っ
て
や
り
た
い
。

け
ど

（
自
嘲
）
、
俺
は
さ
っ
き
、
何
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
。

あ
ん
な
化
物
、
一
本
背
負
い
で
も
し
よ
う
と
し
て
た
ん
か
よ
」

ミ
サ
、
田
上
を
見
つ
め
る
。

田
上
、
視
線
を
反
ら
す
。

田

上
「

柔
道
だ
け
は
、
強
か
っ
た
ん
だ
俺
は
…
…
。
警
官
と
し
ち
ゃ

最
低
だ
っ
た
け
ど
な
…
…
」

ミ

サ
「
助
け
て
、
く
れ
る
の
…
…
？
」

田

上
「
え
…
…
？
」

ミ

サ
「
あ
た
し
を
助
け
る
、
力
に
な
っ
て
く
れ
る
の
…
…
？
」
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田

上
「
…
…
」

○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト激

し
く
ぶ
れ
る
映
像
。

轟
音
。
光
。
研
究
員
達
の
怒
号
と
悲
鳴

。

異
変
が
起
き
て
い
る
。

以
下
次
回
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